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◆全国学力・学習状況調査の結果を詳細に分析し、特に課題があると考えられる問題を例示して、

今後の指導方法等の工夫改善に向けて大切にしたいことを示しました。

※課題については、全国と同様に平均正答率が低い問題、全国の平均正答率と比較して低い問題、無解答率が高い問

題から特徴的なものを抽出して掲載しています。

※詳細は、実施報告書本文を確認してください。



〔国語Ａ：主として知識〕について

○「漢字を書くこと」について、継続的に課題

⇒全国の平均正答率を下回る状況。

無解答率※が全国より高い状況。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 国語

〔国語Ａ：主として知識〕について

○「文の定義を理解し、文と文の意味のつなが

りを考えながら、接続語を使って内容を分け

て書くこと」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低く、無解答率

が高い状況。

※無解答率

(1):8.1%、(2):15.5%、(3):33.6%

◆習得した漢字を文や文章の中で適切に使うよう指

導すること。

◆漢字の使用について、日常的に確認、評価すること。

◆国語辞典や漢字辞典を利用して調べる習慣づくり。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ａ問題から＞

◆文の定義を確実に指導し、主語と述語の関係などに着目して、文の構成を整えること。

◆２文を１文に書き換えたり、１文を複数の文に分けて書いたりするなど、言語を操作すること。

改善に向けて大切にしたいこと

1/6



平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 国語

〔国語Ｂ：主として活用〕について

○「目的や意図に応じ、必要な内容を適切に引用したり複数の内容

を関係付けたりしながら、自分の考えを書くこと」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

＜Ｂ問題から＞

◆多様な読み方（一つの作品を精読や再読／複数の作品を並行して読むことなど）を

経験すること。

◆推薦することなどの目的を持って文章を読み、目的のために必要な文や事実を引

用して、分かりやすく自分の考えを書くこと。

推薦文を読み、推薦している
対象や理由を捉える問題

示された「推薦文」
から必要な文を引
用して、薦める理
由を記述する問題。

改善に向けて大切にしたいこと
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〔算数Ａ：主として知識〕について

○「計算すること」について、継続的に課題

⇒平均正答率は80％を超えるものの、

全国の平均正答率を下回る状況。

◆計算結果を見積もりを行い、計算結果の確認に生かす習慣や技能を高めることや、確実に手続きを習熟すること。

◆「概数」、「面積」、「割合」などにおける数処理、計算において、問題場面や解決過程を図に表し、式と図、計算結果と問題場面を関連付けて、式や

答えの意味を考えること。

改善に向けて大切にしたいこと

1 14500 2 15000 3 19500 4 24999 5 25000

○「概数の処理」や「面積の求め方」に課題

⇒平均正答率が高いものの、

全国の平均正答率を下回る状況。

○「割合の意味を理解すること」に課題

⇒平均正答率が低い。

およそ半数の児童が誤答。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から小学校 算数 3/6

＜Ａ問題から＞



〔算数Ｂ：主として活用〕について

○「示された分割の仕方を解釈し、面積が等しくなることを言葉と数を用いて記述すること」に課題

○「二つの数量の関係が比例の関係でないことを記述すること」に課題

○「単位量当たりの大きさなどに着目して、二つの数量の関係の求め方を記述できること」に課題

○「割合が同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し、その理由を記述すること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

◆数量の関係を表にまとめたり、表から規則性を読み取ったりすることや、見出した規則性がいつでも成り立っているかを表を用いて説明すること。

◆一人一人の児童が考えた説明などの表現について、妥当で的確なものに高めていくこと。

◆問題解決のために必要な計算などについて、あらかじめ見通しを立てることや、問題に当てはめてみて、その妥当性を確認すること。

改善に向けて大切にしたいこと
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＜Ｂ問題から＞



〔国語Ａ：主として知識〕について

○「文脈に即して漢字を正しく書くこと」「語句の意味を理解

し、文脈の中で適切に使うこと」について、一部に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低い状況。

平成２５年度全国学力・学習状況調査 教科調査結果から中学校 国語

〔国語Ｂ：主として活用〕について

○「課題を決め、それに応じた情報の収集方

法を考えること」に課題

⇒全国と同様、平均正答率が低い状況。

○ 「根拠を明確にして自分の考えを具体的に

書くこと」に課題

⇒全国と同様、無解答率が１割を超える状況。

◆漢字について、文脈に即して使えるこ

とや、漢字を使う機会を増やすこと。

◆語句の辞書的な意味を基にして、話や

文脈の中での意味を捉えること。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ｂ問題から＞

◆文書を読んで理解したことから、新たな課題を
見出すことや、ものの見方や考え方を広げるこ
と、また、課題解決に向け、情報収集の手段を
的確に活用すること。

◆文章を読んで、根拠として本文を引用して、自
分の考えを述べたり、書いたりすること。

課題を決め、それに応じた情報の
収集情報を考える問題

改善に向けて大切にしたいこと
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※設問2、3は、無解答率
が1割を超えている。

＜Ａ問題から＞



〔数学Ａ：主として知識〕について

○「数量の関係を文字式で表すこと」に課題

○「与えられたヒストグラムについて、ある階級の相対度
数を求めること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い
状況。

◆文字式について、文字を具体的な数に置き換えたり、言葉の式で意味

を確認したりして理解を深めること。

◆資料の傾向を読み取る活動を通じて、相対度数の必要性と意味につ

いての理解を深めること。

改善に向けて大切にしたいこと
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＜Ａ問題から＞

〔数学Ｂ：主として活用〕について

○「事象を数学的に表現したり、数学的に表現された結果を事象に即して解釈
したりすることを通して、事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること」に
課題

○「示された方針に基づいて証明することや、与えられた条件を整理したり、着
目すべき性質を見出したりするなどして、証明の新たな方針を立てること」に
課題

○「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することや、言葉

で表現された事柄の数学的な意味を的確に捉え、他の事象との関係を考え
ること」に課題

○ 「資料の傾向を的確に捉え、事柄の特徴を数学的に説明すること」に課題

⇒全国と同様に、平均正答率が低く、無解答率が高い状況。

◆事象を数学的に表現したり、数学的に表現された結果を事象に即して解釈し

たりすることを通して、事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明すること。

◆事象を多面的に見る活動を充実すること。

改善に向けて大切にしたいこと

＜Ｂ問題から＞


